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は じ め に
文化のグローバル化現象については、よく引き合い
に出されるディズニーランドやマクドナルドなどのほ
かにも、さまざまなケースがあり、それぞれに異なる
かたちがある。そのひとつの事例として、ここではヨ
ガを取り上げてみたい。
ヨガ 1 は今日、一般的な健康法のひとつとして認知
されており、成人のヨガだけでなくキッズ・ヨガ、シ
ニア・ヨガ、マタニティ・ヨガなど、ライフステージ
に合わせて誰もが行える運動となっている。街に出れ
ば、さまざまな流派のヨガのクラスが開講されている
し、地域のスポーツクラブでも、たいていはヨガの名
をもつエクササイズがプログラムに組み込まれてい
る。しかし、これほどヨガが広く行われるようになっ
たのは、比較的近年のことである。日本では戦後、何
度かヨガ・ブームと言われた時期があり、一部の人び
とに愛好されてはきた。だが、1995 年、地下鉄サリ
ン事件を起こしたオウム真理教がヨガによる修業を標
榜していたため、ヨガ全般が恐ろしいカルト的なもの
と関わっているかのように見られるようになり、それ
まであったヨガ教室に通う人も激減した。それが人気
を取り戻し、さらに広がったのは、2003 年以降、オ
ウム事件のショックが薄れ、ハリウッド・セレブのあ
いだで流行していたパワー・ヨガを始めとする欧米系
の動的なヨガが、ファッショナブルなイメージで日本
に流入してきてからのことである。
日本にはまだ明確な調査データはないが、アメリカ
版ヨガ・ジャーナルによれば、アメリカでは 2012 年、
2040 万人がヨガを行っており、内訳は女性が 82.2％、
18 歳から 44 歳までが 62.8％を占めている。ヨガ人口
は 2008 年の 1580 万人から 29％の増加、経済面から
見ると、ヨガのクラスやヨガ関連商品に年間 103 億ド
ルが消費され、2008 年の 57 億ドルから 80％も増加し
ている。また、ヨガの実践にもさまざまな度合いがあ
ろうが、成人の 8.7％がヨガを行い、行っていない人
のうち 44.4％がヨガを試したいと考えているという 2。
人気のあるハリウッド俳優や有名モデル、ミュージ
シャンたちがヨガ愛好家として知られ、ヨガ産業が今
や 1 兆円規模となっていることを考えると、近年、ア
メリカでヨガへの関心が非常に増大しているのは間違
いない。1970 年代から 80 年代にかけてエアロビクス
がアメリカから世界に広がり、日本でも流行して、今
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では完全にスポーツの基本的なプログラムとして定着
している 3）ように、ヨガも今後、同様の道を辿るのか
もしれない。しかしなぜ、今、ヨガがこれほど急速に
普及したのだろうか。
エアロビクスと異なり、ヨガはたんなる体操にとど
まらない性格をもっている。ヨガというと、ほとんど
の人が、インド古来の、何か難しいポーズをとる、健
康に良いらしいもの、というイメージをもつ。実際、
一般にそのように説明されてもおり、たとえば NHK の
テレビ番組 「きょうの健康」 では、「『ヨガ』は、古代イ
ンドの修行法を基にした柔軟運動です。『ポーズ』『呼吸』
『瞑想』 の 3 つの要素を取り入れることで、体をよりよ
い状態へと導きます」 といい、さらに 「ヨガの効果は明
らか」として、次のように述べている。
ヨガは、「うつ症状」「腰痛・膝痛」「高血圧」 な
どに対し、改善効果があることが科学的にわかっ
ている。例えば、3 つの要素をしっかり取り入れ
た状態で、ヨガを累積 60 時間行うと、その後の
平均的な血圧が、収縮期血圧では約 8mmHg、拡
張期血圧では約 6mmHg 低下することがわかって
いる。3 つの要素のうち、どれか 1 つを欠いた場
合でも、ある程度の改善効果がある。（「運動で健康
『体を変える！ヨガ入門』」（2014 年 5 月 22 日 4） 
ヨガの流派によって、力点の置き方やプラクティス
が異なりはしても、今日のヨガに関わるディスコース
のほとんどは、この 「古代インドの修行法」、「ポーズ 
（アーサナ） ・呼吸 （プラーナヤーマ＝調息） ・瞑想」、
そして科学的に検証された健康に良い効果、という 3
点から構成されているといってよい。この 3 つのいわ
ば神話的要素の絡み合いが、ヨガが人びとを惹きつけ
ることと深くかかわっているように思われる。これら
の要素を追いながら、インドで誕生し、世界的エクサ
サイズにまで成長したヨガについて、いくつかの観点
から考察していきたい。本稿ではまず、そのグローバ
ル化の最初の過程について辿ることにする。
1　ヨーガの伝統──『ヨーガ・スートラ』と
ハタ・ヨーガ
ヨガとは何か。かつて 1970 年代のヨガ・ブームの
一翼を担った佐保田鶴治は、大阪大学名誉教授でイ
ンド哲学を専門とし、ヨガの実践者、指導者でもあっ
た 5。彼は、次のように述べている。
ヨーガというインドの言葉は、「つなぐ」 とい
う意味の言葉から生まれた名詞で、その根本的な
意味は 「結合」 ということである。ヨーガという
言葉の派生的な意味としては 「合一」「接触」「適
用」「適合」「努力」 その他いろいろな意味がある。
その外に 「軛
くびき
」 という意味もある。この意味は言
語学上では 「結合」 よりもさらに古い起源をもっ
ている。ヨーガという言葉のこれらの意味は、ヨー
ガという名称の内容を知るのに、なんらかの手が
かりになるだろうか？近代のヨーガ研究者の中に
は、「結合」 とか 「合一」 とかいう意味から、ヨー
ガという名称の内容を概念的に定義しようとする
人が少なくない。西欧社会にヨーガ思想を宣布し
た偉大な指導者ヴィヴェーカーナンダ師はヨーガ
を 「心理的統制によって、低い自我と高い自我と
を結合すること」 と定義した上で、「われわれを
神へみちびく、何らかの仕方の修
カルチュアー
養」 という非常
に広い意味規定をつけている。……その外にも、
ヨーガを 「神的存在との合一」 という意味から定
義しようとする人は多い。
しかし、ヨーガという言葉の意味から、ヨーガ
という名称の内容を理解しようとするのは、結局
は徒労に終わるであろう。というのは、インドで
ヨーガと呼ばれている行法や思想はあまりにも多
種多様であるからである 6。
佐保田はそれらを 「仮に現代的な用語を以て特色づ
けるとすれば」 として （1） ラージャ・ヨーガ （心理的）
（2） ハタ・ヨーガ （生理的）（3） カルマ・ヨーガ （倫理
的）（4） バクティ・ヨーガ （宗教的）（5） ラヤ・ヨーガ 
（心霊的）（6） ジュニャーナ・ヨーガ （哲学的）（7） マ
ントラ・ヨーガ （呪法的） に分類し 7、「少なくともイ
ンドでは、ヨーガはインド教の別名と見てもよいほ
どで、インド教の中から、庶民の原始的な信仰や呪術
を除いた部分は、すべて、ヨーガに属しているという
ことができる」 という。また、インドのバイブルとも
いうべき聖典『バガヴァッド・ギーター』の 18 章す
べての題名にヨーガという言葉が組み込まれているこ
とから、「ここではヨーガはみち
0 0
（道） すなわち特定
の行法というほどの意味に理解するより外はない。…
この自分をしつけ、訓育してゆくこととその仕方とが
ヨーガとよばれるものである」 として、「ヨーガを特
色づけるものは自我の観念である」 とも述べている 8。
ヨーガの語義が非常に幅広く多様であることがわか
るが、それはヨーガがインドの思想と宗教の遠大な歴
史と関わっていることによる。先の、ヨーガの 「軛」 
の意味について、佐保田は、カタ・ウパニシャッドに
典拠をもとめ （馬を車につなぐということから転じ、心理器
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官を抑制する行法を示す）、またそれより以前のターイッ
ティリーヤ・ウパニシャッドにもヨーガが 「何らかの
行法または流派の名称を意味するらしい」 ものとして
見出されるという。そしてこのようにバラモンの思想
体系の中にこの語が見られることと、「個人の解脱」 
を究極目的とする原始仏教やジャイナ教と近い思想や
行法をもつことから、ヨーガは 「仏教やジャイナ教の
興起と前後して、バラモン社会の一部の人たちによっ
て作り上げられたのであろう」 と推測している。する
と、その起源は紀元前 4 ～ 5 世紀ごろになろうが、近
年、さらに遡る観点もあり、山下博司は 「文献のなか
でヨーガが実体的なかたちで現れてくるのは『仏教が
興る前後』としておくのが無難」 としつつも、「今や
インダス文明の段階におけるヨーガの存在すら示唆さ
れており、仮説にはとどまるものの、ヨーガの起源は
一挙に紀元前三千年紀にまでさかのぼろうとしてい
る。さらに、それより数千年以前にもたどり得る先住
民の文化の問題にまで議論がおよびつつある 9」 と述
べてもいる。
淵源をたどると途方もなく遠いことになるが、いず
れにせよ、ヨーガは、紀元後 4 ～ 6 世紀ごろに体系化
され、パタンジャリに帰せられる経典『ヨーガ・スー
トラ』が編纂されて、正統バラモン系統の六派哲学の
ひとつ、ヨーガ学派が確立される。ただ『ヨーガ・スー
トラ』は、パタンジャリが紀元前 2 世紀ごろの文典家
であるにもかかわらず、後代の思想も含まれた雑纂的
なものであるため、実際には何人かの手になったと考
えられている 10。本書は、「ヨーガとは、心のはたら
きを止滅することである」「心のはたらきが止滅され
た時には、純粋観照者たる真我は自己本来の態にとど
まることになる」11 といった、195 の短いアフォリズ
ムからなり、サーンキャ哲学に影響を受けたヨーガの
思想 12 と、（1） 禁戒 （ヤマ）（2） 勧戒 （ニヤマ）（3） 座
法 （アーサナ）（4） 調息法 （プラーナーヤーマ）（5） 制
感 （プラティヤーハラ）（6） 凝念 （ダーラナー）（7） 静
慮 （ディヤーナ）（8） 三昧 （サマーディ） の八部門にわ
たる行法を説いている。『ヨーガ・スートラ』の体系
は今日、一般にクラシカル・ヨーガともよばれ、本書
はヨガの古典として尊ばれ、この八部門は一般的なテ
キストにも引用されている。しかし、ここには瞑想の
ための座法が示唆されているのみで 13、今日のヨガの
さまざまなポーズ （アーサナ） は存在しない。
現代のヨガに繋がる 「アーサナ （ポーズ）」 を含む
行法としてのヨーガは、ハタ・ヨーガと呼ばれる。
ハタ・ヨーガは、『ヨーガ・スートラ』から何百年も
経た後に、登場した。ハタとはサンスクリット語で 「力
強さ」 や 「努力」 といった意味をもち、内なる 「ハ」
（太陽） と 「タ」（月） の結合を示すとも解釈される。
ハタ・ヨーガについても諸説あるが、ゴーラクナー
タを開祖に帰し、密教要素が強調されるところは、
ほぼ共通している。たとえば佐保田は、これを 13 世
紀初めごろに活躍したゴーラクナータが祖であると
される密教的なヨーガであるとし、「肉体的・生理的
操作を主とし」「クンダリニーという女性的な原理を
重んじ、左道密教的なエロチシズムを含むところは
インドにおける仏教の末期をかざった密教的仏教に
似ている」 と述べている 1 4。山下もゴーラクナータ
を 「事実上の始祖」 とするが、彼を 10 ～ 12 世紀の聖
者とし、さらにナータ派の祖とされる 10 世紀ごろの
マツイェンドラナータに遡れるともいう。そして 「そ
の実践を通して心と体のバランスを追求する体系」
「アーサナ （姿勢）、プラーナーヤーマ （調息法）、ム
ドラー （秘儀的な集中技法や象徴的体位）、クリヤー 
（行為・技法）、バンダ （絞めつけ） などの身体操作に
より、エネルギーのチャンネルを開放し、それをも
とに精神的エネルギーを解放・発露させる。ハタ・ヨー
ガの修練を積めば、強さと柔らかさという肉体的な
効用だけでなく、集中力などの精神的パワーを養う
ことができる」 と説明している。また、ヨーガの完成
と、それによってもたらされる神秘力を示すサンス
クリット語の 「スイッディ」 が日本の密教で 「悉地」 
にあたることなど、ハタ・ヨーガと仏教 （密教） との
関連や、「自然界の物質や身体を自由に操作し、超自
然的な結果を生じさせようとする」 点で、錬金術との
関連についても指摘している 1 5。K・リバーマンによ
れば、ハタ・ヨーガは端的に 「タントラ （密教） と大
乗仏教、ヒンドゥー教、錬金術、魔術との混合物」 で
あり、ゴーラクナータには仏教徒、ヒンドゥー教徒、
イスラム教徒の弟子がいたという 1 6。今日見られる
ハタ・ヨーガの文献には、『ハタヨーガ・プラディー
ピカー』 （16 ～ 17 世紀）、『ゲーランダ・サンヒター』 
（17世紀？） や『シヴァ・サンヒター』 （17～18世紀？） 
があり、これらのテキストには、ハタ・ヨーガの観
念に加え、クンダリニーを目覚めさせて解脱に至る
ための身体操作の具体的技法や、タントラ生理学が
詳述されている。これらは 19 世紀から 20 世紀にか
けて、ヒンドゥー教の聖典のシリーズとして、サン
スクリットから英語に訳出され、世に知られるとこ
ろとなった。
こうしたハタ・ヨーガが、インドで実際にどのよう
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に行われ、人びとにどのように見られていたのか、20
世紀になってからのことであるが、沖正弘の興味深い
報告がある。沖は、第 2 次世界大戦中、軍参謀本部
の調査員として渡印し、1939 年、親しくなったイン
ド人医師に 「インドにはおもしろいものがいる。心臓
を自分で止めてしばらく死に、また生き返ってみせる
見
シ ョ ウ
せ物だ」 と、ヨギの見物に誘われる。
「ヨギ」 ─私にははじめての言葉だ。彼の説
明によると、ヨギとはヨガを専門に研究したり、
実行する人のことで、「ヨガ」 というのは五千年
ぐらい前に起こった、インドの古い心身訓練法
とのことだ。ヨギの中には、長年の訓練によって、
ときどき特殊な能力の発達した者がいて、心臓
を自由に止めたり動かしたりできる。中には冬
眠状態にはいって、1 ヵ月くらい生き埋めになり、
また生き返る者さえある。1 週間ぐらい前からマ
ドラス郊外の寺にお祭りがあって、その見せ物
の中に心臓を止める実演がある。昨日見てきた
が、こういう見せ物はインドでも、そうめった
に見られないから、ぜひ見ておいたほうがよい、
とのことだった。
沖はショウに出かけ、舞台の上で椅子に座ったヨギ
が、やがて死人のように真っ青な顔になり、心臓の動
きを止めるのを見、医師とともに聴診器でそれを確認
する。会場のテントの中は不気味なほど静まりかえり、
そのまま 30 分ほどしてのち、徐々にヨギの脈が戻る
と、客席にも安堵の色がうかび、やがてざわめきが起
こった、という。事実か、トリックか、沖は、半信半
疑でヨガに関心を抱くようになる。そして別の町のお
祭りで 「皺だらけの老ヨギが、十センチぐらいの先の
とがった釘を何十本と打ちつけた板の上で、すっぱだ
かで寝ていた」 り、「黄色の衣をまとった若いちょん
まげ姿のヨギが、刃を上に向けた刀を 5 本、板の上に
渡して、そのうえで座禅をしていた」 り、「ふとった
ヨギとまだ童顔のヨギがさかだちをしていた。なんで
も、この姿勢を毎日 14、5 時間もつづけているのだそ
うで、ときどき見物人が食べ物を渡すと、その姿勢の
ままで食べていた」 りするショウを見る。「それらの
ヨギたちは申し合わせたように垢にまみれた貧相なよ
うすをしていた。それでも見物人はこれらの人たちを
特殊な能力者として扱っているらしい。合掌しては行
者のまえにお金や食べ物を置いていた」 という。
また、彼はジャイプール郊外の古いヨガアシュラム 
（塾） で、腸の清掃のために口から紐を飲んで肛門か
ら出したり、サーカスのような綱渡りや怪力の、さま
ざまな激しい苦行をする人々を目の当たりにもする。
そこでは老ヨギに、「きょう、きみが見たものがヨガ
と思っては困る。あのような苦行は、すべて人間のか
くされた能力を開発するためにあるのだから。ヨガは
魔術でもなければ奇術でもない。肉体の自由を得るた
めの手段なのだよ」 と教えられたという 17。
1951 年、沖正弘はユネスコの招聘で再びインドに
渡り、それを機会に今度は、クヴァラヤーナンダの科
学的なヨガ研究所に滞在して 「ほんもの」 のヨガを学
び、日本に持ち帰って、今日にいたるヨガの基礎を築
いた。日本のヨガの第一人者であり、彼の弟子にあた
る多くの人びとが今も活躍している。
しかし、沖が日本に広めたヨガや、現在、世界的に
広がったヨガは、たとえ 「古代インドの修行法を基に
した」 としても、ハタ・ヨーガの経典に示され、また
20 世紀にいたるまでインドの寺や広場でヨギが見せ
物にしていたものとはかなり異なる。そこには大きな
断層がある。この間に、ヨーガに何が起こったのであ
ろうか。
2　万国宗教会議と
スワミ・ヴィヴェーカーナンダ
ハタ・ヨーガは本来、修行法であり、もちろん見せ
物ではなかった。ヨーガの行者であるヨーギ （ヨギ） 
の姿は、西洋の旅行者たちからはインドの宗教的愚行
として敵意や疑いの目で見られてはきたが、それが見
せ物化したのは、19 世紀を通じてのことである。そ
の契機は 15 世紀ごろ、ハタ・ヨーガのナータ派の中
から、武装した宗教集団が登場したことにある。彼ら
は交易ルートを支配し、18 世紀には東インド会社の
経済的政治的ヘゲモニーを脅かすほどの力をもつよう
になった。カーストにも社会的秩序にも拘束されず、
異様な苦行を行い、放縦で、裸体で放浪し、武器をもっ
て略奪行為を行ったため、支配層からは、イギリス流
の礼儀正しさに違背するだけでなく、それ以上に、東
インド会社の利益を侵犯する存在として忌み嫌われ、
恐れられた。そのため、1773 年にベンガルで最初に
ヨーギの放浪が規制され、それを皮切りに以後 20 世
紀にいたるまで、警察の監視下でヨーギの非武装化と
定住化が促進された。その結果、見せ物として生き延
びることになったという 18。
イギリス人や西洋的教育を受けたインドの知識層か
ら見れば、ヨーギは、曲芸を見せてお金を取り、淫ら
な悪巧みをする社会的パラサイトとして、インド文化
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の陰の部分を示すものであった。そのようなヨーガが、
世界の表舞台に立って脚光を浴び、今日のモダン・ヨ
ガを導く大きな契機となったのは、19 世紀末のこと
である。それはアメリカで『ラージャ・ヨーガ』を唱
えたヴィヴェーカーナンダによってもたらされた。
1893 年、アメリカではコロンブスのアメリカ大陸
到着 400 年を記念し、シカゴでコロンビア万国博覧会
が開催された。1876 年のフィラデルフィア万博以来、
アメリカで 2 度目の万博である。「西欧文明の完成者」
「西欧文明による世界の解放者」 としてのアメリカを
世界に示すべく意図され、会場には古代ローマ、ペリ
クレス時代のギリシア、中世ヴェネチア共和国といっ
た、歴史上偉大な共和国の建物をモデルにした 「ホワ
イトシティ」 が建設された。この博覧会に、「物では
なくて人間、物質ではなくて心」 をモットーにした、
20 分野からなる 「コロンビア万国博覧会に併設する世
界会議」 が設立され、その中でもっとも多くの注目と
参加者を集めたのが、万国宗教会議であった 19。会議
にはキリスト教、ユダヤ教のほか、仏教、儒教、ヒン
ドゥー教、イスラム教などさまざまな宗教を代表する
59 人が参加した。その中に、「インドの物質的条件を
改善する資力を西洋に求め、その代りに彼地に人びと
の霊性向上のために福音を伝え」 ようと、特別の肩書
きも地位もなしにインドからやってきた、ヴィヴェー
カーナンダがいた。　
ヴィヴェーカーナンダは開会初日、居並ぶ宗教界の
代表を前にして、まず 「世界でもっとも古い僧団にか
わって、皆さんにお礼を申し上げます。もろもろの宗
教の母にかわってお礼を申し上げます 20。そして、す
べての階級すべての宗派に属する、幾百万のインド人
にかわってお礼を申し上げます」 と歓迎の謝辞を述べ、
宗教宗派の枠を越えた 「宗教真理の普遍性」 と 「すべて
の宗教的自覚の目標の同一であること」 を高らかに宣
言した。彼は、ヒンドゥー教徒として 「私は、この世
界に寛容と、すべてを承認することとの二つを教えた
宗教に属することを、誇りに思うものです。私たちは
普遍的な寛容性を信じるだけでなく、すべての宗教を
真理として認めるのです」 と述べ、「源を異にするさま
ざまの河川が、すべて海に流れ込んで一つになるよう
に、おお主よ、人びとがさまざまな傾向に応じてたど
るさまざまな道は、曲がったりまっすぐであったりさ
まざまに見えるでありましょうが、すべてあなたのも
とに達します」 というヒンドゥー教の賛歌を引用して、
聴衆を魅了した。そして二週間近く続いた会議で、彼
はヒンドゥーのヴェーダンタ哲学を雄弁に、鮮やかに
説き、一躍、世に知られることになった。彼の普遍的
兄弟愛の思想は、欧米の中上流階級の人びとの抱く、
理想主義的ヒューマニズムに合致した。ヴィヴェーカー
ナンダの宗教会議での成功は、彼をインド宗教の代表
的権威かつ思想的指導者にと変貌させた 21。彼の伝記
を書いたロマン・ロランは、会議の熱気を次のように
述べている。
この力強い言葉の効果は巨大だった。会議に出
席した公式の代表者たちの頭上を越えて、その言
葉はすべての人に話しかけられ、世論を震撼した。
ヴィヴェーカーナンダの名声はたちまちにして輝
きわたった。そしてインド全体がその恩恵を蒙っ
た。アメリカの新聞は彼をみとめた。「宗教会議
において、彼がもっとも偉大な人物であることは
なんの疑いもない。われわれは、彼の言葉をきき
ながら、この教養の深い国民のもとへ牧師を派遣
することの無意味を感じた…」（『ニューヨーク・ヘラ
ルド紙』） 
このような告白がキリスト教牧師たちの耳に快
いはずがないことは想像される。……しかし彼の
名声が高まり始めたころ─昇ってゆくこの太陽
─光の輝かしさがすべての影を消した。ヴィ
ヴェーカーナンダは時の人になった 22。
ヴィヴェーカーナンダの主張は、彼の師のラーマク
リシュナの教えであるとともに、当時のインドの知識
人層の思想の一端を示すものであった。19 世紀を通
じて、インドでは 「ヒンドゥー・ルネサンス」「ネオ・
ヒンドゥイズム」 と呼ばれる運動が進行していた。キ
リスト教宣教師たちがヒンドゥー教を野蛮な習慣をも
つ偶像崇拝の多神教であると批判したのに対抗し、ベ
ンガルを中心とした西洋の知識、教養を身に着けた人
びとが、ヒンドゥー教擁護のための宗教改革を試みて
いたのである。18 世紀以来、ヒンドゥー教では宗教
儀礼の改革や古いヒンドゥー思想の復興が行われてい
たが、ラーム・モハーン・ローイが 1828 年にベンガ
ルで 「ブラフマ・サマージ （協会）」 を設立したことで、
新たな運動が始まった。彼はヴェーダを合理的近代的
に解釈し、ウパニシャッドに純粋な一神教が説かれて
いると主張して、多神教を排した。また社会改革にも
尽力し、西洋諸科学の必要性を主張し、新聞や雑誌を
発行、イギリス総督を説得して寡婦焚死 （サティー） 
の悪習を禁止させてもおり、のちに 「近代インドの
父」 と呼ばれることになった。ラーム・モハーンの
死後、協会はデーベンドラナート・タゴール （詩聖タ
ゴールの父）、そしてケーシャブ・チャンドラ・セー
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ンにと引き継がれた。タゴールの時期にはキリスト教
を排し、セーンの時期にはキリスト教への傾斜があま
りに強かったためにやがて 2 つに分裂しもしたが、協
会はしばしばキリスト教ユニテリアンと深く関わって
おり、さらに西洋のエソテリシズム （秘教） やスピリ
チュアリズムの観点が多く流入していた。文化帝国主
義は、植民地に啓蒙的合理主義を 「真理」 として持ち
込み、インド人に政治的、科学的、技術的、哲学的、
宗教的、秘教的なあらゆるものを自らのそれと比較す
ることを強いたし、一方、西洋のオリエンタリストた
ちはインドに惹かれた。東西の思想は相互に影響しあ
い、それぞれの都合に合わせて取り入れられた。たと
えばR.W.エマーソンの 「超越主義」（transcendentalism） 
はローイのネオ・ヴェーダンタの影響を強く受けたと
され 23、またセーンの時期、エマーソンや T. パーカー
の全著作が協会内で回覧されてもいた 24。
こうした知識人エリートの動きとは対照的に、近代
的素養をまったく身に着けず、ヒンドゥー教の伝統を
自ら体現したのがラーマクリシュナである。彼は偉大
な聖者として、広く当時の人びとに影響を与えてい
た。ヒンドゥー教のカーリー女神を崇拝したが、ヒン
ドゥーの神々のみならず、キリスト教やイスラム教の
神を見るという体験をし、すべての宗教は存在の意味
をもつとし、一体であり、真であると説いた 25。ヴィ
ヴェーカーナンダはベンガルの裕福な家庭で育ち、西
洋的教育を受け、当時の知識人青年としてセーンのブ
ラフマ・サマージに入会した。しかし、ラーマクリシュ
ナに出会って深く感化を受け、葛藤の末に彼の弟子に
なった。そして師の死後、僧院を出てインド各地を 5
年にわたって遍歴放浪し、貧困に苦しむインドの救済
を求めてアメリカに渡ったのである。
万国宗教会議は、実は 「キリスト教による宗教の統
一という包括主義」 が内に潜んでいたが、キリスト教
の絶対性を信じる者は会議自体を否定し、出席しな
かったため、排他的ではなかった 26。議長、ヘンリ ・ー
バロウズは、プレスビタリアンであったが、ユニテリ
アンが会議をリードしており、また従来の宗教だけで
なく、心霊現象を信じるスピリチュアリズムや、1875
年にヴラヴァツキー夫人とヘンリー・オルコットに
よって創設された神智学 （ヒンドゥー教や仏教の概念
を中核的教義とし、1882 年からはインドに本部を置
いた）、1879 年にメアリー・エディ・ベーカーが創始
したクリスチャン・サイエンスなど、当時、影響力を
もった新興のカルト的神秘主義的宗教の代表も含まれ
ていた。アメリカに渡って費用が尽き、なすすべのな
かったヴィヴェーカーナンダを助け、バロウズに手紙
を書いて宗教会議に参加させたのも、彼の講演に集
まったのも、カルト的秘教的グループの人びとであっ
た 27。つまり、ヴィヴェーカーナンダの成功は、彼の
カリスマ的な力が非常に大きかったにせよ、それだけ
ではなく、植民地インドと世紀末の欧米の、双方の宗
教事情や思想傾向を反映したものでもあった。
3　『ラージャ・ヨーガ』の人気
宗教会議のあと、ヴィヴェーカーナンダはアメリカ
各地で彼の信奉者たちに講演を行い、聴衆が彼に求め
ているものをよく理解し、自らの教えをうまくそれに
適応させていった。人間を 4 つの類型に分類し、その
類型によってそれぞれふさわしい 4 つのヨーガがある
とした。それによってあらゆる宗教的ニーズに応え
る 「普遍宗教」 の典型的なかたちが提示されることに
なったとエリザベス・ド・ミシェリスは指摘するが、
ここでヴェーダンタが再解釈され、単純化され、近代
化されて、ヨーガの名によって説かれたのである 28。
ヴィヴェーカーナンダの唱えた 4 つのヨーガを、玉
木康四郎は『近代インド思想の形成』において 「人間
の歩むべき道」 とし、それぞれに、「実践の道」（カル
マ・ヨーガ）、「信愛の道」（バクティ・ヨーガ）、「心身統一
の道」（ラージャ・ヨーガ）、「智慧の道」（ジュニャーナ・ヨー
ガ） の語を当てている。これら 4 つのうち、「カルマ・
ヨーガ」 は実践 （自己の本務を尽くすこと） を通じて、「バ
クティ・ヨーガ」 は信愛 （神を信頼し、愛して、自己の一切
を神に捧げること） を通して、「ジュニャーナ・ヨーガ」 
は 「智慧」 を通して、「自己の根源に目覚め、解脱に達
すること」 をめざす 「人間の精神」 に関わる教えであ
る。しかし、「ラージャ・ヨーガ」 はこれら 3 つの道
とは違って 「心身統一の方法」 を述べており、そこで
は道徳的、肉体的、精神的な 「訓練」 法が説かれてい
る。また、玉木は、「解脱という同一の目標から見れば、
4 つの道は、いちおう区別されているとしても、たが
いに含み合い、重なり合っている点もあろう」 といい
ながらも、ヴィヴェーカーナンダのヨーガの最終目標
は、「智慧の道」（ジュニャーナ・ヨーガ） であると述べ 29、
ロマン・ロランも、同様の観点を示している 30。
しかし、アメリカで人気を博したのは、他の何より
も、プラクティカルな 「ラージャ・ヨーガ」 であった。
ヴィヴェーカーナンダの講演は記録され、1896 年にカ
ルマ・ヨーガについての最初の本が出たのち、同年、
『ラージャ・ヨーガ』が出版された。それは、たちまち
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売り切れて別版が出された。人びとは、ロマン・ロラ
ンによれば 「世界征服の幼稚不健全な秘密を求めて力
のヨーガ──ラージャ・ヨーガ──に飛びついた 31」 
のである。『ラージャ・ヨーガ』は以後、今日まで、廉
価版からより高価なものまで多くのバージョンが出版
され続けており、日本語版も入手できる。
『ラージャ・ヨーガ』は、彼のニューヨークでの講
演の記録と 「パタンジャリのヨーガ格言集」 からな
り、全体として主にパタンジャリの『ヨーガ・スート
ラ』の八部門が詳しく解説されている。しかしその解
釈は、それまでの『ヨーガ・スートラ』の訳と比べて
実践的で 32、たとえば、プラーナ （呼吸） とプラーナー
ヤーマ （調息） については、ハタ・ヨーガの生理学的
要素が加味され、彼の読者たちを考慮して、以下のよ
うに述べられている。
すべての力はこのプラーナに帰納されており、
プラーナを把握した者は心理的であれ物理的であ
れ、宇宙間のすべての力を把握したのです。……
どのようにプラーナを制御するか、というのがプ
ラーナーヤーマです。その方法に関するすべての
訓練と練習は、この唯一の目的に向けられていま
す。……われわれ自身の心と肉体のエネルギー
を代表するプラーナのこの小さな波は、無限のプ
ラーナの大洋のすべての波の中で、われわれに最
も近いものです。もしその小さな波を制御するこ
とに成功するなら、われわれはそのときにはじめ
て、自分がプラーナの全部を制御し得るのを期待
することができるのです。これを成し得たヨー
ギーは完成したのです。もう彼は、どのような力
の支配もうけません。彼はほとんど全能、ほとん
ど全知になります。われわれはどこの国にも、こ
のプラーナの制御をこころみたグループを見ま
す。この国 （アメリカ） にも、精神治療家、信仰
治療家、降神術者、クリスチャンサイエンティス
ト、催眠術者などという人びとがおり、このよう
なさまざまな団体をしらべると、それぞれの背後
に、彼らが知る知らぬにかかわらず、このプラー
ナの支配が見出されるでしょう。彼らの理論のす
べてを煮つめると、結果はそうなるでありましょ
う。ただ彼らが知らないだけであって、あつかっ
ているのは同一の力です。彼らはある力の発見に
でくわし、無意識のうちに、その性質を知らない
で使っているのですが、それはヨーギーが使って
いるプラーナからくるものと同じです 33。
19 世紀にアメリカで禁酒運動、女性解放、奴隷解
放などの社会運動が広がった背景にはメソディストや
クェーカー教徒の影響が大きかったと述べながら、橋
本満は 「メソディストは、その宗教の名前が示すよう
に、救済の方法 （method） を教えた。この宗派から分
かれたクェーカー （フレンズ） は、揺れる （quake） と
いう方法によって、救済を得ようとした。この形、す
なわち儀礼をとれば、聖職者に限られていた高みに、
非聖職者 （素人信者） が登れるのであった」 と、アメ
リカで方法論が容易に魂の救済に結びつけられたこと
を指摘している 34。身体を媒介に 「聖職者に限られて
いた高みに、非聖職者 （素人信者） が登れる」 新たな
方法論として、『ラージャ・ヨーガ』が受け入れられ
る土壌があったといえるだろう。さらにそこには、ヒ
ンドゥー教の伝承から、物理学、心理学、解剖学など
の西洋科学、近代哲学からブラフマ・サマージの思想、
アメリカで人気のあったメスメリズム （動物磁気）、
オカルティズム、代替医療等々までが流れ込んでいた。
『ラージャ・ヨーガ』は、『ヨーガ・スートラ』に近代
ヒンドゥー思想と 19 世紀西洋の諸観念とを混淆させ
たものであり、ヴィヴェーカーナンダの追従者たちが
容易に理解し、解釈できる教えであった 35。それは世
紀末の神秘主義的傾向をもつ人びとを魅了するととも
に、「方法論」 として開かれた柔軟性を備えていたの
である。
4　「古典」 化される 『ヨーガ・スートラ』
ミルチャ・エリアーデは、「インド文献において 
『ヨーガ』 という語がもつすべての意味の中で最も顕
著なものは、ヨーガ『哲学』、特にパタンジャリの『ヨー
ガ・スートラ』、およびその注釈書において述べられ
た『哲学』という意味である。……パタンジャリによっ
て形を与えられ、彼の注釈者たちによって解釈された
この 『古典』 ヨーガは、また西洋においてもいちばん
よく知られている」、「パタンジャリのおかげで、それ
まで『神秘主義的』であったヨーガは、『哲学システ
ム』となったのである」36（『ヨーガ』1954 年） と述べて
いる。『ヨーガ・スートラ』をヨガの古典とするこう
した観点は、もちろんエリアーデに限らず、遡っては
ヴィヴェーカーナンダに見られるし、今日のヨガにお
ける一般的な認識でもある。先に見たように実際には
アーサナが示されていないにもかかわらず、『ヨーガ・
スートラ』はいわば、今日のヨガの正当性、真正性を
保証する権威の源泉となっている。
しかし、『ヨーガ・スートラ』は、果たして 「古典」 
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なのか？マーク・シングルトンは 「古典」 としての
『ヨーガ・スートラ』は、近代の産物であり、19 世紀
から 20 世紀にかけてイギリスのオリエンタリストと
インドの学識との相互作用の中で構築されたという。
それを示す例として、彼は、19 世紀半ばにベナレス・
サンスクリット・カレッジの学長であったジェーム
ズ・バランタインがインドの六派哲学の新しい翻訳を
ベナレスの賢者たちに依頼したとき、ヨーガ学派の段
になってこのプロジェクトが潰れかけた、というエピ
ソードを挙げている。ベナレスには、英語を学ぼうと
し、プロジェクトを助けようとしたたくさんの学者が
いたにもかかわらず、誰ひとりヨーガの体系について
教える者はいなかった。ヨーギはいたにせよ、伝統的
なヨーガの実践は、このパタンジャリの体系とはつな
がっていなかったのである。そして『ヨーガ・スート
ラ』は、西洋哲学と、自覚的に伝統的な知を切り離し
たネオ・ヒンドゥイズムとの対話の中で翻訳され、新
たな位置が与えられた。その背景には、植民地下で、
インドに恥ずべきでない、価値ある知識があることを
示すためには、インド自身のではなく、西洋の知的伝
統によって六派哲学の有効性を確立しなければならな
い、という差し迫った必要があった。さらに、純粋な
西洋モデルにはない、実践的で精神的な方法を示す点
で、この書は西洋に対抗する自己肯定の手段ともなっ
た 37。こうして形成された『ヨーガ・スートラ』は、
オリエンタリズムとインドの教育システムの中で地位
を高め、大学のテキストにも導入された。その教育を
受けたヴィヴェーカーナンダが最初に出会ったのも、
この種の哲学的翻訳であったとシングルトンは推測し
ている 38。
『ヨーガ・スートラ』は、インド人の文化的ナショ
ナリズムのサークル内で、ヨーガの無垢な 「古典」 と
なり、密教的なハタ・ヨーギの存在は古典的価値に相
反するか、価値に値しないとみなされるようになった。
ヴィヴェーカーナンダも『ラージャ・ヨーガ』構築の
ためにハタ・ヨーガを研究したのは明らかであるが、
ハタ・ヨーガに触れた部分で 「われわれは、ここでは
それには関係しません。それの実践はたいそうむずか
しくて 1 日で学ぶことはできず、そして結局、霊性の
成長にはあまり役にはたたないのですから」 と述べ、
その実践を排除している 39。
哲学としてのクラシカル・ヨーガを称賛し、ハタ・
ヨーガの実践を宗教的堕落と見る観点は、シングルト
ンによれば、インド知識人にも、またマックス・ミュー
ラーや、おそらく彼を情報源の一つとしたマックス・
ウェーバーにも見られるという。純粋であった宗教が
堕落し、やがてかつての栄光を取り戻す、という物語
である。こうして西洋の知識人によって是認され強化
された 「古典」 という観念は、インドのアイデンティ
ティと威厳を確立しようとしていたナショナリスト
に、文化的根拠を与えることになった 40。ヴィヴェー
カーナンダの『ラージャ・ヨーガ』は、いわば『ヨー
ガ・スートラ』のこのような古典化のプロセスを完成
したものであった。
しかしこの時期にはまだ、アーサナ中心の今日の
モダン・ヨガは誕生していない。ヴィヴェーカーナ
ンダの『ラージャ・ヨーガ』が書かれた年に、アテ
ネでは近代オリンピックが開催された。オリンピッ
クに代表される、19 世紀末から 20 世紀にかけて西洋
で盛り上がった身体文化の運動と、ハタ・ヨーガは
結びつき、そしてグローバル化する。その経緯とと
もに、日本での受容の諸相について考察することが、
次の課題である。
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